
Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

舌が ん患者の 抱える多重的問題と生活変容 プ ロ セ ス に 関す る研究

大釜徳政

神戸市看護 大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　本研究 は，手術療法を受 け た 舌が ん 患者32名を対象と して，多重 的問題 な らび に これ を経験す る頻度 と社会環境との 関連性 に

焦点を 当て た 半構 造化面接 を実施 し，得 られ た資料 を質 的帰納的 に 分析 した。そ して こ の 分析 か ら，社会 復帰 を果 た した患者 の

機 能低下，ボ デ ィ イ メ ージの 変化 と社会 環境 との 関連性 を包 含 した多重 的問題 に焦点 を当て た生活 変容 プ ロ セ ス を理論 化 した。

　舌が ん 患者の 抱え る多重的問題は，機能低下，ボ デ ィ イ メ ージの 変化 その もの に よ る問題と社会環境に お ける対人関係と の根

互 作用 を包含 して お り，各環 境に お ける 中核的問題 は基盤的環境，周辺 的環境，職務的環境と い う社会環 境の 拡大と と もに変化

した。

　基 盤 的環 境 に お ける 中核的 問題 は，《世 帯構成 の 差異》 か ら摂 食 ・嚥下 ・味覚機 能低下 に ま っ わ る 4 っ の 食生 活困難 モ デ ル が

導か れ た。また 患者が こ の 問題 を認識す る頻度 は，社会環境 の 拡大 と ともに低下 した。

　そ し て 活動拡大に 伴 う周辺 的環境，職務的環 境に お ける中核的問題 は，《社会復帰背景 の 差異 》か ら器質性構音 ・音声機能低

下に まつ わ る 3 段階か ら構成 され る会話段階モ デ ル と して 示され た 。 ま た患者が こ の 問題を 認識する頻度 は，環境の 拡大と と も

に高まった。

　さ らに そ れぞ れの 《環境移行期》にお け る中核的問題 は，ボ デ ィ イ メ ージの 変化に まっ わ る 3 っ の 局面モ デ ル が導かれ た。 ま

た患 者が こ の 問題 を認識 す る頻度 は，各 環境移 行期 に 最 も高 まった。

　多 重 的問題 を 抱 え る舌が ん 患者 の QOLは，社会 環境 の 差異 や経 時的移行 に よ り内容 が 異 な り，そ の 関連要因 に も違 い が あ る こ

とが示唆さ れた。
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1 ．は じめに

　舌 が ん 患者 は，手術療法 に よ り摂食 ・嚥下 ・味覚機

能低下，器質性構音 ・音声機能低下，ま た術後侵襲に

伴 うボ デ ィ イ メ
ージの 変化 とこ れらに 付随 した何 らか

の 要因を含む多重的問題 を 抱え る と推測 さ れ る 。 しか

し手術療法をは じめ とす る集学的治療を受けた が ん 患

者が余儀な くさ れ る様々 な 問題に お い て ，そ の 多重性

の 検討をめ ぐ っ て は ， 国内外， ま た舌が ん の み な らず

同 じ疾病分類 に 統括 され て い る頭頸部 が ん，さ らに は

他の 疾病分類に まで 範囲を広げて み て も十分な検討が

なされて い ない 。 従来 の 報告 で は，機能低下あ る い は

ボ デ ィ イ メ
ージ 変化個 々 の 問題 に の み 視点 が あ て られ

検討がなされ て きた経緯がある 。
こ の よ うな現況 に お

い て，治療後 も少 なか らず問題を抱 え な が ら社会生活

を送 っ て い る患者が，そ の 多重性に焦点が あ て られ，

か っ 社会生活 に 即 した リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 支援を求 め

て い る こ と は 明 らか で あ ろ う （Tanya，　L ．2003）。

　舌が ん 患者に お け る 術後生活評価に 関す る 研究で は ，

機能低下，顔貌の 変化等 に付随する多重的問題が患者

の 退院後 におけ る生活全般に多大な影響を与え て い る

と い う現況報告 が な さ れ て い る （Jones，　A ．　et　al，2000；

Dropkin，　J．2001； Ziegler，　L．　 et　aL2004 ）。 また
一
方で，

舌がん 患者 の Quality　of　Life（以下QOL と略す）を検

討した結果，そ の 評価に 影響を与え る何らか の 要因が

患者 の 社会復帰後 の 時間的 プ ロ セ ス およ びそ の 社会環

境 と高 い 関連性 が あ る こ と も示唆 さ れ て い る （Marcy ，

A ．et　al．2000；Kamell
，
　 L．　et　al．2000）。つ ま り舌 が

ん患者の 抱え る問題に お い て ，そ の 時間的経過 お よ び

社会環境を踏ま え た多重性に ま っ わ る要因が ， 患者 の

QOLに 何 らか の 影響 を 与 え て い る と推測 で き る 。 そ

うで あ る とす れ ば，舌が ん患者の 捉え る問題 に おい て，

そ の 多重性 と経時的な社会環境拡大 の プ ロ セ ス との 関

連性 を 明 らか に す る こ と に よ り，患者 の QOL に影響

す る要因につ い て もそ の 示唆が得 られる と考え られ る。

　そ こ で 本研究 で は，手術療法を受 けた 舌が ん患者の

抱え る多重的問題 の 特徴と，社会環境を踏ま え た 生活

変容 プ ロ セ ス を明 らか に す る。さ らに，機能低下，ボ

デ ィ イ メ
ージの 変化とい う治療後 に 生じる問題を発端

と して
， 家族 ・近隣 ・職場と い う環境や復帰した 職務

内容の 差異か ら，患者の QOL に 影響す る要因お よ び

こ れを踏まえた リハ ビ リテーシ ョ ン 実施 の 方向性を検
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討する。

皿．研究 目的

　手術療法を受けた舌 が ん患者の 摂食 ・嚥下 ・味覚機

能低下， 器質性構音 ・音声機能低下 ，
ボ デ ィ イ メ ージ

の 変化と社会環境と の 関連性を包含 した多重的問題 に

焦点を当て た生活変容プ ロ セ ス を理論化す る こ とで あ

る。

皿．研究方法

1，研 究 デザ イ ン

　　本研究は，舌が ん患者に お ける社会復帰後 の 生活

　変容プ ロ セ ス の 解明を意図して い る こ とや患者の 抱

　え る多重的問題が社会環境との 相互作用 に 関連す る

　と予測で きた こ とか ら，質的研究方法の
一
種で あ り，

　Strauss，
　 A．　 Corbin，　 J （1990） の 提示す るSy皿 bolic

　Interactionisrnを 基 盤 と し た Grounded　 Theory

　Approachを 採用 した 。

Z ．研究対象者 の 選定

　　本研究の 対象者は，以下の 4 条件をすべ て 満た す

　 もの と した 。

　1） 初め て 舌が ん の 診断 ・ 告知 を受け，手術療法

　　（舌可動部半側切除術あ るい は舌可動部亜全摘術 ・

　　頸部郭清 ・皮弁再建術） を受けた者

　2）65歳以下 で ，就業復帰 （正規職員）あ る い は 専

　　業主婦と して 復帰 して い る者

　3）手術後 6 ヶ 月を経過 し5 年以内 の 期間で社会生

　　活 （家庭生活 を 含 む ）を 送 る者

　4 ）がん の 再発 ・転移の 兆候の な い 者

3．データ収集

　　デ
ー

タ収集 は，予備調査をもとに作成 したイ ン タ

　ビ ュ
ーガ イ ドを用 い た半構造化面接を行 っ た 。 面接

　の 内容は ，   家庭 ・近隣 ・職場とい う社会環境な ら

　び に そ こ で の 対人関係に お い て，摂食 ・嚥下 ・味覚

　機能低下， 器質性構音 ・音声機能低下， ボデ ィ イ メー

　ジの 変化 に と もな う各 々 の 問題 に 対す る 認識   こ

　れらの 問題 に お け る多重的部分に まっ わ る体験を認

　識す る頻度 と社会環境 との 関連性，  多重的問題 と

　活動面 ・社会面に お け る相互作用 お よ び そ の 時間経

過 に 関す る内容を中心 と した 。

　また 対象者 の 同意を得 た 上 で，診療 ・看護記録 よ

り年齢，性別，病期分類 ・進 行分類，既往歴，手術

およ び化学 ・放射線療法 とい っ た治療経過，摂食 ・

嚥下機能 器質性構音 ・音声機能，職業，家族構成

に 関す る データ を収集 した 。

4．分析方法

　　分析の 開始 に あ た り，そ の 焦点 を 「多重的問題 と

　社会環境との 相互作用」，対象者の 「多重的問題を

　認識す る頻度と経時的な社会環境変化 との 関連性」

　に 定め た 。

　　 ま ず多重的問題と社会環境 との 相互作 用 にお い て

　は，あ る対象者数人 か ら得 た逐語録 か ら多重的問題

　に関連す る具体例を取り上げ， 次に 他の 対象者か ら

　得 た デ
ー

タ と比較 ・分類 しな が らそ の 内容を抽象化

　し下位カ テ ゴ リーと した 。 さ ら に下位カ テ ゴ リー問

　 の 論理的関係を検討 しなが らコ
ー

デ ィ ン グを実施 し

　て い く と，機能低下，ボ デ ィ イ メ ージ の 変化とそ れ

　を取 り巻 く社会環境 との 相互作用を踏まえ た 多重的

　問題 が カ テ ゴ リーと して導か れ た 。
こ れ らの カ テ ゴ

　 リ
ー

は 対象者 の 家族構成，社会復帰背景，対象者 の

　置か れ る環境お よ びそ こ で の対人関係とい う社会環

　境 の 違 い に関連す る上位 カ テ ゴ リ
ー

に よ っ て い くっ

　か の カ テ ゴ リー
に 分類 ・ 統合され る こ とが 予測 され

　た。そ して こ れをもとに さらに面接調査を繰り返 し

　行 い ，抽象化 され た カ テ ゴ リーを さ らに 形成 ・修正

　 した。

　　多重的問題 を認識す る頻度と経時的な社会環境変

　化と の 関連性に っ い て は ， Corbin，　J，　Strauss，　A ，の

　提示す る病み の 軌跡理論 （Woog，　P，lgg2）を 基盤 と

　しな が ら分析を行 っ た 。
こ の 理論は，非統計学的情

　報を用 い なが ら，病気 の もたらす問題を多様 に 変化

　す る軌跡と して 図表に表す こ とが で き る概念枠組み

　で あ る。本研究 に おい て もこ の 理論を用い て ，多重

　的問題 が社会環境と と もに多様に変化す る様相を軌

　跡モ デ ル と して 表 した （図 1）。 多重的問題 に つ い

　て，まず逐語録か ら抽出した対象者の 抱え る 問題に

　対す る認識頻度を表す部分と具体例数に着目しな が

　ら継続比較 を行 い
，

さ らに 対象者 の 問題 に 対す る 認

　識頻度と時間的経緯，社会環境との 関係を通 して 形

　成され る プ ロ セ ス をモ デ ル と して 導 き出 し，こ れを

　図 1の よ うに 表した 。
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5．信頼性 ・妥当性の確保

　　本研究で は，研究結果 を提示 して そ れが 対象者 の

　体験と合致す る か を問う と い う方法 で ， 信頼性と妥

　当性 の 両方を 確認す る こ と と した。

　　 こ うした方法で 信頼性 ・妥当性を確認する た め に，

　郵送法に よ る質問紙調査を実施 した。 質問紙 の 各質

　問 は，研究結果 と して 得 られ た 主要 な モ デ ル やカ テ

　 ゴ リ
ー

を 日常的な用 語 で 表現 した もの に つ い て，そ

　れ が対象者の 体験に 合致す る か を 5 段階 （1 ：そ う

　思 う， 2 ： ど ち らか と い え ばそ う思 う ， 3 ： ど ち ら

　と も言え な い，4 ：ど ち らか と い え ば そ う思 わ な い，

　5 ：そ う思わ な い ）で評価して もらっ た 。

　　 こ の 質問紙調査は，イ ン タ ビ ュ
ー，診療 ・看護記

　録 か らの 情報収集 で 協力 を得 られ た文寸象者32名を対

　象 と して 実施 し，30名か ら有効回答を得 た （回収率

　93，8％ ）。 ま た肯定的評価 （「そ う思 う」 ＋ 「ど ち ら

　 か と い え ば そ う思 う」） の 割合 は，質問項 目に よ っ

　て異な るが 71．6〜100°
／，に達し，80％以上 の 項目は40

　間中36問で あ っ た。こ の 結果，本研究 の 結果 に っ い

　 て あ る
一

定 の 信頼性 ・妥当性 が 確認 され た と考 え ら

　れ る。

6．倫理的配慮

　　本研究 は，愛知県 が ん セ ン ター倫理委員会 の 承認

　を得て 実施した 。 対象者に は，研究参加と中断の 自

　由，匿名性， 個人情報の 守秘性 ， 研究終了後の デー

　 タ源 の 消去，参加 を 拒否 して も不利益 を 被 らな い こ

　と等を説明 し同意書 に て 確認 した 。

IV．結　果

　1司居家族構成は ， 対象者とそ の 配偶者 の み の 夫婦

家族 が 5 家族，対象者 と配偶者 ・子 ど もと の 夫婦家

族が 11家族 ， 対象者と そ の 配偶者，お よ び既婚子 と

そ の 配偶者，お よ び 彼 らの 子 ど も と の 拡大家族 が 9

家族，そ して 単身世帯が 7世帯で あ っ た 。

　手術後経過期聞は，6 ヶ 月〜 1年未満 が 6名， 1

年〜2 年未満が 12名，2 年〜5 年未満が 14名で あ っ

た。

　 1 回 あ た りの 面接時間は，65．5分 （47〜123分），

面接回数は 述べ 49回で あ っ た 。

2，分析結果

　　 32名 の イ ン タ ビ ュ
ーお よ び 診療 ・看護記録 か ら得

　た情報を質的帰納的 に分析 した 結果，対象者は摂食 ・

　嚥下 ・味覚機能低下，器質性構音 ・音声機能低下，

　ボ デ ィ イ メ ージ の 変化そ の もの に よ る問題 と ，
こ れ

　らと家族 ・近隣 ・職場間 な どの 社会環境に お ける相

　互作用 を包含した内容を多重的問題 と して捉え て い

　た （表 1）。また対象者が こ の 多重的問題を認識す

　る頻度 は，経時的 プ ロ セ ス に 伴う社会環境の 変化と

　高 い 関連性を示 して い た （図 1）。

　　そ こ で 以下で は，対象者の 置か れ る社会環境の 相

　互作用を踏 まえ た 多重的問題 の 特徴 と，対象者が 辿

　る生活変容プ ロ セ ス，す な わ ち対象者が 問題を認識

　す る頻度 と経時的な社会環境変化 との 関連性 に っ い

　て 記述 す る 。 な お本文中で は，抽象度 レ ベ ル を高い

　順 に 《》（上位 カ テ ゴ リ
ー
），　 【】 （カ テ ゴ リ

ー
），

　『』（下位 カ テ ゴ リー
），データ例示部分 を ｛｝で

　示 した。

1．対象者及 び面接の概要

　　研究対象者 は 32名 で あり，そ の 概要 は男性 エ9名，

　女性13名，平均年齢53．6歳 （23〜64歳）で あ っ た 。

　　退院時の 嚥下障害 ス コ ア （藤本他，1997） は，平

　均25，5点 （19〜36点），会話機能評価基準 （頭頸部

　腫瘍学会，1991）に い た っ て は平均7，1点 （5 〜 9 点）

　で あり，両者 と も中等度 の 機能低下を示 して い た。

　　社会復帰状況は，専業主婦と して の 復帰 が 10名，

　就業復帰が 22名 で あ っ た。就業復帰 した 対象者 の 就

　業内容は，日本標準職業分類 （総務庁統計局，1998）

　に よ っ て 分類， 表記 した
。

そ の 内訳 は
， 農業職復帰

　が 3 名，専門技術職復帰6 名，事務 ・管理職復帰 6

　名，営業 ・サ
ー

ビ ス 職復帰 7名で あ っ た。

1）基盤的環境 （親密的対象）に おけ る中核的問題

　　摂食 ・嚥下 ・味覚機能低下 に まっ わ る問題 は，

　家族 ・親 しい 友人と い っ た接触頻度が高く親密な

　他者，すなわち親密的対象を中心 として 関係が 展

　開 さ れ る基 盤 的環境 に お け る相互 作用 と高い 関連

　性を確認 した （図 1 一
基盤的環境）。また基盤的

　環境 に おける対象者の 抱え る問題を 分析した結果，

　 《世帯構成の 差異》か ら こ の 環境 に お け る中核的

　問題 は ，摂食 ・嚥下 ・味覚機能低下 に 伴う食生活

　に ま っ わ る問題 で あ っ た 。 そ して そ の 差異から食

　生活に 伴う 4 つ の 困難 を表す モ デ ル に 分類す る こ

　と が で きた （表 1）。
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表 1．各環境 に みる多重 的問題

9Fmffn ・　 ）

上 位力テゴリ
ー

上 位力テ ゴリ
ー

の 下 位項 目 カテゴ リー 下 位力テゴ リー

調理　復帰

　専業主婦復帰型 食 生 活バランス困難

摂食
・
嚥下機能 中心の 食生 活か ら生 じる困難

家族中心の 食生活から生じる困難

味覚変調 による味付け困難
世

帯

構
成
の

差

異

幽 ■
　　非調理者復帰
　　　　 夫婦関係型

　　　　 舅・姑関係型

食生活甘えに まつ わる困難

　 h圏 國 「旧閥h■旧 ”
配偶者 に対する甘え確認から生じる困難

配偶者の知 識
・
経 験不足か ら生 じる困難

甘え使 い分 けから生 じる困難

食生活負担回避にまつ わる困難

役割緊張の 回避か ら生じる困難

負担回避 から生じる摂食・嚥下 機能 にともなう困難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國　　圓 ．

単 身 世 帯 型

　 ．．．． 胴【閥閥 ．．

食 生 活踏襲困難

　　　 卩 ”■ 卩「【【闇 卩
自己嗜 好

・
習慣 的メニ ュ

ー
踏襲困難

既製食品購入の 踏襲困難

摂取時 間踏 襲困難

周辺　環　 （ 愚 的対　）・職 　的環　 （社内・社外対　）

専業主婦

農業職、専門技術職、事務
・
管理 職

営業・サービス職

意志疎通到達段階

誤聴を予測する上で の限界

電話対 応上の 限界社
会

復

帰
背

景
の

差

異

　閥 【 國
就 業復帰型

農業職、専門技術職、事務
・
管理職

営業・
サ
ービス職

　　　　　　國

会話効率・正 確性促進段階

　　　鹽國 國
会話時 間の 効率化 に対する限界

舌可動 の効 率化に対する限界

専門用語
・
話題 対応上の 限界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
就業復帰型

営業
・
サ
ービス職 会話流暢性折り合い 段階

回復緩慢さにともなう流暢性 に対する限界

複雑な会話用件 へ の 対応上の 限界

渉外
・顧客の 誤聴回 避の 限界

3つ の環 昆 における移行期

基盤的 環境〜周 辺的環 境（疎遠的対象 ） 否定的評価を回避する局面

閉鎖的評価の 回避

対人緊張的評価の 回避

見下 し評価の 回避環

境
移
行

期

　　　　　　　國

周辺 的環境〜職務的環境（社内対象） 会話能力評価を優先する局面

　　　　　　　　　　　　　　　．胴■嗣■ 國國
構音機 能による職務評価低 下の優 先性

社 内対 象の ’1青緒的支援

社内対 象の評価的支援　　　　　　　　　陋h

職務的環境（社内対象〜社外対象） 印象評価をコン トロ
ー

ル する局面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
職務上 の 業績・

目標達成の た め の コ ントロ
ー

ル

渉外
・
顧客 の先入観回避のためのコ ントロ

ー
ル

有用性 アピール として の コ ン トロール

（1）　【食生活 バ ラ ン ス 困難】

　　対象者が家族世帯 に所属す る場合 の 1つ の あ

　り方は，自己の 機能低下に伴う食生活管理 と と

　もに 家族食生活 の 両者 を担 う調理者 と して の 役

割を持ち な が ら家庭復帰 し，こ れ を調理者復帰

　として の 専業主婦復帰型 と呼ぶ こ と とする 。 こ

　の 場合 ， 食卓や外食 に お い て 機能低下中心 の 自

分の た め の 食生活と家族の 健康や嗜好を中心 と

　した食生活との 兼ね合 い を調整す る上 で い くっ

　か の 問 題 が 生 じ， こ れ を 【食 生 活 バ ラ ン ス 困 ．

難】 と名付けた 。 例えばあ る対象者は，｛舌が

　 な いか ら うま ぐ噛 み砕 い た り食事 を喉 の 方 に 送 り込

　めな い で し ょ ，だ か らど う し て も盲分 に偏 っ た柔 ら

　カ）い 食事 に な りますね o そ うナ る と メ ニ ュ
ーもβ屏ら

れ る し，そ∠、な 6 の ばか りだ と家族も練に な る で し ょ 。

主 嬬 なんだ
’
か ら家族 の 好 み や健∠妻も気 に な る し，　で

もま た そ れ に 偏 っ て しま っ て も膚分 の食事が ね …｝

とい っ た 『摂食 ・嚥下 機能中心 の食生活から生

じる困難』，『家族中心 の 食生活から生じ る困

難』， こ の ほ か食事を作る際に ， 自己の 味覚中

心 か ら計量中心 の 味付け とい う様相に み る r味

覚変調 に伴う味付け困難』な どを経験して い た 。

（2）　【食生活甘 え に まっ わ る 困難】

　　対象者が家族世帯に所属しな が ら，家庭内役

　割 に お い て 調理者 の 役割を持た ず に 生活 を 送 る

　場合を非調理者復帰とする。 ま た夫婦関係の 夫

　の よ う に 家計 の 柱 と して 「外」で 働き，食生活
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は配偶者に依存する と い う関係を夫婦関係型 と

した。こ の 食生活 に おい て は ， 配偶者が対象者

の た め の 調理 を担当す る
一

方で，対象者本人 は，

配偶者 と食生活 に まっ わる様 々 な意見 や要望を

頻繁に や り取り し，それ らを受け入れ て も ら う

と い う甘 え の 気持ちを抱 く。｛夫婦 だ しね，癒気

の蒔な ん τ 甘え が 出 ち ゃ うよ 。｝ こ の 「甘 え」 は，

対象者が自己を機能低下に よ る不自由さ を持っ

病者 と して 認識す る こ と で，家庭 の 調理者役割

を持っ 配偶者に対 して 抱 く，寛大 さを求め る感

情と捉 え る こ とが で きた 。 こ の よ う
’
に，甘えを

配 偶者 に受 け入 れ て も らい，ま た こ の 甘え の 気

持ち を 中心 に して 対象者 が 食生活を再構築す る

際に抱え る問題を 【食生活甘え に ま つ わ る 困

難】 と名付 けた
。 例 え ば対象者は ，

｛妻 もこ ん な

癒気 した 入の 食事っ ぐる の 初め て で し ょ ，だ か ら受

け入 れ態勢 っ て い うか，わだ か まりや気 兼 ね もあ る

よ σ そ れ を受 け／K才Zて
r
も ら う と こ ろか ら は じめ な い

と｝ と い う 『配偶者 に 対する甘え確認から生 じ

る 困難』，ま た ｛妻に
一
年365 日， ドロ ド ロ し た も

ん 作 れ っ た っ て
r
，そ り ゃ 無理 だ よ。索入 だ し頭 魍 ま

ぜ る ん だ ろ うね 。 ノ司じメ ニ
ュ
ー
毎日作 っ て も ら っ τ

ら…
ワ 変 な もん 作っτ 咽 ぜ τ 茆炎 に な って もね o ｝

とい う配偶者 が 実際 の 調理 上 の 不自由 さ に 圧倒

される 『配偶者の 知識 ・経験不足 から生 じる困

難』 を経験 した』 さ らに ｛好 きな もん とか 食 べ や

ずい もん とか 食 べ る 蒔間 とか．ず べ て に 甘え で た ら

もう，妻もまい る よ｝の よ うに満足で きる メ ニ ュ
ー

を調理者に期待す る こ との限界も認識し，そ の

甘え に 折 り合 い を つ けよ うとす る 上 で の 『甘え

使い分けから生 じる困難』を克服す る 努力を重

ねて い た。

識｝ が残 っ て お り，実際 に 摂食 ・嚥下機能低下

に見合う調理を実践した こ との な い 嫁に負担を

か け る こ とが，家族内に お け る 自己 の 立 場 を ど

の よ うに 変化 さ せ，また義理の 親子関係に どの

よ うな影響 を及 ぼ し家庭内の 問題 に 発展す るか

と い う こ と を予測す る。こ の よ うな意味に お い

て ，そ の 調理上 の 負担をか けな い よ うに 努 め る

『役割緊張 の 回避か ら生 じる困難』を経験した 。

また嫁 は，対象者 の 機能低下 に よ り従来の 義理

の 親に 配慮 した世代別調 理 が作れ な くな る 。 こ

れ に 対 して対象者 は，｛普趨 の 食 事 で もtrっ か ぐ

作 っ τ ぐれ た ん だ し，出 され た も の ぼ 食べ よ うと し

ま ずよ。｝ とい う姿勢 をと る こ とを
一

っ の 負担

回避 と捉え て い た 。 しか し一方で 対象者は，

｛や っ ぱ り普通 の 食 募ぱ 喉 に送 り込 め な い し口 の 中 に

残 っ τ しま っ て ね 〔［＃as）肺炎 も妬い し。｝ と い う

食塊の 舌送 り込 み困難と皮弁再建部の 食物残留

感，誤嚥の 誘発食材や調 理 に 対す る 問題 で あ る

『負担回避から生 じる摂食 ・ 嚥下機能 に ともな

う困難』 も抱え て い た 。

（4）　【食生活踏襲困難】

　　世帯構成が 単身世帯型 の 場合， 対象者が独身 ・

　離婚 ・配偶者 との 死別 とい っ た 状況 に あ り，自

　己 の 食生活の 再構築に あた り病気以前の 食生活

習慣を引き継 こ うとす る上で ，機能低下 との 不

　具合か ら生じる問題を抱え て い た 。 そ して こ の

　問題を 【食生活踏襲困難】 と名f寸けた。対象者

　は誤嚥を誘発させ る摂取内容の回避や摂取時間

　が か か る と い うこ とか ら， 『自己嗜好 ・習慣的

　メ ニ ュ
ー踏襲困難』，『既製食品購入の 踏襲困難』，

　『摂取時間踏襲困難』 な どを経験して い た 。

（3）　【食生活負担回避 に ま つ わ る困難】

　　対象者 が家族世帯 に 所属 しなが ら社会復帰後，

　息子家族と同居 しなが ら調理 は嫁に 任せ て い る

　とい う関係を非調理者復帰 の 舅 ・姑関係型 と し

　た 。 そ の 食生活にお い て，対象者 は嫁 の 負担 へ

　の 危惧を抱き， こ の 危惧感 か ら嫁に対す る食生

　活上 の 負担 を か けな い よ うに 自己の 食生活を試

　み る 。 そ して こ の 場合に対象者が抱え る問題を

　 【食生活負担回避 に まっ わる困難】と名付けた。

　例え ば対象者に は嫁に対して ｛元 は 赤 の 勉入 意

　こ う した 4 っ の 摂食 ・嚥下 ・ 味覚機能低下に ま

っ わ る食生活上 の 困難 は，対象者 の 認識頻度 と社

会環境変化に お け る特徴と して 図 1 の A 点で 示し

た 。
こ の 困難 は，先述 した 世帯構成 の 差異と関連

しなが ら基盤的環境で 最 も高まり，そ の 後の 経時

的な社会環境の移行とと もに そ の頻度も低下した 。

こ れ は基盤的環境 に おい て
， 対象者が 生命の 根元

に 関 わ る食生活に まっ わ る困難お よ び治療後の 再

発 ・身体的負担 と食生活 との 関係 に対する関心が

集中す る た め で あ っ た 。
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2 ）周辺的環境 （疎遠的対象）と職務的環境 （社内 ・

　社外対象）に お け る中核的問題

　　器質性構音 ・音声機能低下 の 問題 は，近所付 き

　合い と い っ た比較的接触頻度が低 く疎遠 な他者，

　すなわち疎遠的対象 を中心 として の 周辺的環境

　さ らに職場の 上司 ・部下 ・同僚と い っ た社内対象

　 と渉外 ・顧客 の 対応 と い っ た社外対象を中心 と し

　た職務的環境との 相互作用 に お い て 関連性が 認 め

　られ た
。 対象者の 活動拡大に 伴う周辺的環境お よ

　び職務的環境の 移行 に よ り，多重的問題の 中核的

　部分は器質性構音 ・音声機能低下を は じめ と す る

　会話能力 に まっ わ る問題 に 変化 した （図 1一周辺

　的 ・ 職務的環境）。 ま た こ の 問題 は，対象者の 就

　業の 有無，内容 とい っ た 《社会復帰背景 の 差異》

　と関連 しなが ら，会話能力に ま っ わ る 3 段階モ デ

　 ル が抽出 され た （表 1）。

　（1）　【意志疎通 到達段階】

　　　こ の 段階 は，専業主婦復帰型 と就業復帰型

　　（農，専門技術，事務 ・管理 ，営業 ・サ
ービ ス

　　職）を問わず，す べ て の 対象者が社会復帰後 の

　　会話能力向上 を 図 ろうとす る上 で 体験す る最初

　　の 過程 で あ る。こ の 1段階 で は，対象者が 近所

　　付き合 い の よ うに 近隣に お け る疎遠的対象を会

　　話の 主 な対象と し ， 自分が発音す る言葉の 1 っ

　　ひ とっ を 構成す る単音節 （発語）の な か で 部分

　　的に不明瞭な点に着目した上 で ，そ れを補足す

る 上 で の 意志疎通 に まっ わ る 限界を 経験 した。

例え ば対象者は ， ［s ］さす せ そ，匚t］た て と，

匚r］ ら る れ ろ，匚∫］ し し ゃ し ゅ し ょ な ど に っ

い て 発語の 不明瞭さを認識 して い たが，対象者

は こ れらの 音を聞 き手が どの よ うに 誤聴す るの

か を予測 しきれ な い 『誤聴を予測す る上 で の 限

界』 を経験 して い た。ま た 聞き手の 表情を確認

で きな い こ とか ら，対象者が相手の 発語に対す

る違和感的反応を読 み と れな か っ た り会話ニ ュ

ァ ン ス を 理解し難い 『電話対応上の 限界』 な ど

も対象者の 会話上 の 限界感 で あ っ た 。

（2）　【会話効率 ・正確性促進段階】

　　 こ の 段階は，就業復帰型 の 対象者が 第 1段階

　の 意志疎通到達段階の 次に 辿 る こ と に な る 。
こ

　の 対象者 の 場合，会話相手 が 疎遠的対象 を 中心

　と した周辺的環境か ら社内対象の職務的環境へ

　と拡大す る こ とに より，意志疎通 の 成立だけで

　は職務上 の 責任や 信頼関係 に 支障 を き た す恐 れ

　が で て くる。こ の た め会話の 明瞭性，とりわけ

　効率 ・正確性に関心 を寄せ る段階で あ り，対象

　者 は そ の 促進を図 ろ う と す る上 で の 限界を認識

　して い た 。 例え ば，会話中断，意味内容の 修正

　に よ る会話時間の 延長から生 じる 『会話時間の

　効率化 に 対す る 限界』，補足 を繰 り返 しな が ら

　の 会話展開が過度 の 舌可動 に よ る疲労 や集中力

5
己腔

　基盤的環境　　周辺的環境　　　　職務的環境

図 1 ．多重的問題 を認 識す る頻度と経時的な社会環境変化との 関連性
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　の 低下を生む こ とに よ る 『舌可動の 効率化 に対

　する限界』，さ らに 対象者 が 職場 に お い て 特有

　な言葉 ・話題 へ の正確な対応 を す る上 で の 『専

　門用語 ・話題対応上の 限界』が特徴的で あ っ た 。

　そ して 対象者は，時間 ・舌可動の 効率性お よ び

　会話正確性 の 向上を図 る ため に，発語 の 不明瞭

　部分を 含む語を回避 しなが ら誤聴を防 ぐ
一

方，

　そ れ に代 わ る代替語 に よ る会話を 展 開 さ せ て い

　た 。

（3）　【会話流暢性折り合い 段階】

　　 こ の 会話流暢性折 り合 い 段階 は，就業復帰型

　の な か で も営業 ・サービ ス 職に就く対象者が会

　話効率 ・正確性 の 促進を図 る
一
方で ， 会話に よ

　どみ が な く流暢性に 関心 を寄 せ，こ れ を促進 さ

　せ て い く段階 で あ る 。 そ して こ の 段階 で対象者

　 は，会話全体が 手術前 と同 じよ うに な め らか で ，

　聞 き手側 に 違和感を与 え な い こ とに 対す る固執

　と実際の 回復の 緩慢さ と の 狭間 で 生 じる 『回復

　緩慢さ に ともなう流暢性 に対する限界』を強く

認識 して い た 。 ま た，会話対象 の 中心が 接触頻

度 の 低い 社外対象で あ る こ とか ら，話題 の 共通

　性に 乏 しい こ と に よ る 『複雑な会話用件へ の 対

　応上 の 限 界 』，職務内容が 交渉を 中心 とす る こ

　とか ら，自己の 会話能力や そ の 特徴 を 聞き手側

　が 十分に把握 して い な い こ と を強 く認識す る

　『渉外 ・顧客 の 誤聴回避 の 限界』 な ど も確認 さ

　れ た 。 そ して こ れらの 限界感 に よ り，対象者は

会話流暢性 の 可能 な 限 りの 獲得 とそ の 限界 と の

　折 り合い ，さ らに は職務環境と の 再調整 と い っ

　た社会的折り合 い をつ けよ うと努力を重ねた。

　 こ うした 器質性構音 ・音声機能低下に まっ わ る

会話能力の 3 つ の 段階に み る問題 は，就業復帰背

景 と関連 しな が ら周辺的環境，職務的環境へ の 移

行 と と もに 対象者 の 認識頻度 も高 ま っ た （図 1）。

特 に営業 ・サ
ー

ビ ス 職の 対象者が移行す る社外対

象を中心 とした職務的環境 に お い て最 もそ の 頻度

が 高ま っ た （図 1 − B 点）。

3 ）環境移行期に お ける中核的問題

　　ボ デ ィ イ メ
ージ の 変化に まっ わ る問題 は ， 活動

　拡大の 心構え を す る 準備期間か ら実際に 活動を拡

　げた直後の 短 い 期間まで の 《環境移行期》に おけ

る対人関係 との 相互作用 と関連性 が高か った （図

1 ）。ま た こ の 中核的問題を環境移行期 で 捉 え る

と，基盤 的環境か ら周辺的環境へ の 移行期に お け

る 【否定的評価を回避す る局面】 ， 周辺的環境か

ら社内対象を中心 とす る職務的環境へ の 移行期に

お け る 【会話能力評価を優先す る局面】，職務的

環境 の 中で も社内対象か ら社外対象へ と対人関係

が 移行す る際の 【印象評価を コ ン トロ
ー

ル す る局

面】 とい う 3 っ の 局面 モ デ ル に分類 で きた （表 1）。

（1）疎遠的対象 の 【否定的評価 を 回避す る 局面】

　　こ の 局面は，す べ て の 対象者が疾病そ の もの

　や対象者の 内情 に 対す る理解が浅い 疎遠的対象

　か らの 可視的変化に 対 す る否定的評価 を嫌い ，

　 こ れを避 けようとす る局面 で あ る。

　　こ の 否定的評価 に対す る対象者 の 懸念 は，基

　盤的環 境 に お い て 活動拡大 の 心構 え をす る準備

　期間 か ら実際に周辺的環境 に 活動を拡げた直後

　の 短 い 期間まで の 移行期に も っ とも強ま っ た。

　 こ れ は対象者が，疎遠的対象 か らの 未知 の 否定

　的評価へ の 対応 に必要な態度や行動を新たに習

　得する上 で ，こ の 《環境移行期》を乗り越 え る

　必要性を 強 く認識 し，ま た こ の 認 識が 対象者 の

　新 た な懸念と な っ て い た た め で あ る 。 例え ば対

　象者は ， ｛近所の 入 とか，（私を丿異常とか無能 とか っ

　 τ ，齦わ れ る恐 舫感 は あ る よ ね，社会 か ら無 視 さ れ る

　み た い な，見 て 見ぬ 振 り っ T い うか｝ とい う 『閉

　鎖的評価 の 回避』，｛周 りは 普段 で も〔私 に）声 を掛

　 け た りす るの カtお っ ぐうに な る し逆 に緊張ナるん じ ゃ

　 な い か な｝ とい う 『対人緊張的評価 の 回避』，さ

　 ら に ｛陰 で 噂と か 髏 ロ され τ い るん じゃ
…｝ と い

　う 『見下 し評価の 回避』 の 3 つ の タ イ プ の 否定

　的評価 を 予測 し，疎遠的対象 との 接触頻度や 活

　動の限定に よ り これ らを 回避 しよ う と して い た 。

（2）社内対象の 【会話能力評価を優先す る局面】

　　就業復帰型 の 対象者 は職場 で の 比較的接触頻

度 の 高 い 社内対象を中心 とす る職務的環境にお

　い て，可視的変化 に 囚わ れ て い る余裕 もな く，

　また可視的変化自体は職務上直接支障が少な い 。

　した が っ て こ の 局面は ， 対象者の 関心 が 会話能

　力に ま っ わ る 職務評価 を大きな 問題と捉え る様

　相で あ る 。 また対象者は基盤的 ・周辺的環境 に
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お ける就業復帰の た め の 準備期間 と復帰直後の

《環境移行期》に お い て も，職場で社内対象か

らの ボ デ ィ イ メ
ージの 変化 に ま っ わ る評価 に っ

い て の 懸念を抱 く機会 は少なか っ た 。 そ の
一
方

で 構音機能低下 に っ い て は，職務評価 に 対す る

強い 懸念を抱い て い た
。

つ ま り対象者は，｛傷

が あ っ て も仕事 は で きるん だ げど，話 ぜ な い の は致

命的 で しょ ｝ とい う 『構音機能に よる職務評価

低下 の 優先性』 を認識す る
一

方で ，｛会 社 の 連 中

は，や っぱ り溶 髪 しτ ぐれ るよ，1司情とか哀れ み と

か なん て感 じん しta｝ とい う 『社 内対象の 情緒的

支援』，｛仕事を し っ か りやれ ば； し っ か り評 働 しτ

6 らえ る の が職 場｝ とい う 『社内対象 の 評価的

支援』 とい う社会的支え を実感して い た 。

（3）社外対象の 【印象評価を コ ン ト ロ
ール す る局

面】

　　営業 ・ サービス 職 と して 復帰 した対象者 は，

　会社外 の 顧客 な ど社外対象 へ の 対応を主 な職務

　内容と して い た 。 こ うした対象者の 場合，こ の

　会社外に おけ る ボ デ ィ イ メ
ージの 変化に ま っ わ

　る評価に 対して 最 も関心 を集中させ て い た の は，

　顧客 や 渉外対応をす る直前の 準備期間と実際の

　対応 を 始 め た 直後の 《環境移行期》 で あ っ た 。

　そ して 社外対象 か ら受 け る評価 に対 して ， 対象

　者は 自己の 可視的変化が 相手 に 与 え る印象を コ

　ン ト ロ ール しな が ら円滑な対人関係を構築しよ

　うと試 み て い た。

　　この コ ン トロ
ール は，社外対象か ら否定的評

価を受ける とい う対象者 の 予測 に起因 して い た 。

　ま た そ れ は，こ の 否定的評価 が 職務 上 の 業績や

　目標到達度 に直接的に影響し，こ れが経済的困

難に よ る生活設計 の 危機を も招 くこ とへ の 懸念

　や職務的地位の 低下や や りが い とい っ た満足感

　の 消失 に 対す る懸念 も抱 い て い た。こ の ため 対

　象者は，『職務上 の業績 ・
目標達成の た め の コ

　ン トロ ール 』， 『渉外 ・顧客の 先入観回避の ため

　の コ ン ト囗 一
ル 』，さ らに 自己の 『有用性ア ピー

　ル として の コ ン トロ ール 』を展開さ て い た 。

　こ うした ボ デ ィ イ メ
ージの 変化に ま っ わ る 3 つ

の 局面 に みる問題 は，環境移行期 に お い て 対象者

の 認識頻度が高ま っ た （図 1 − C 、，
C ，）。 しか し

周辺的環境 か ら社内対象 を 中心 とす る職務的環境

に お け る移行期で は，他 の 移行期 に比 べ 点C ，，C、

程 の 高 ま りは確認 さ れ な か っ た （図 1 − C 、）。 こ

れ は先述 した 通 り，対象者が職務評価 に おい て ボ

デ ィ イ メ
ージの 変化 そ の もの が直接支障が な い と

認識す る こ と に よ り， そ の 関心 が 会話能力に 集中

した た め で あ っ た 。

V．考　察

1　 多重的問題 とQOL関連要因

　　多重的問題に お い て，環境の 拡大とと もに 変化す

　 る そ の 中核的問題 は，機能低下，ボ デ ィ イ メ
ージ の

　変化に まっ わ る問題と，そ れ を取 り巻く家族構成 ・

　社会復帰背景 ・環境移行期 と い う社会環境との 相互

　作用 の 両方に 関連して い る こ と が結果 に 示 され た 。

　こ こ から，家族構成 ・社会復帰背景 ・環境移行期 の

　差異 に よ っ て ，舌が ん患者が捉え るQOL の 内容が

　異 な り ， さ ら に そ の QOLに 関連す る要因 （以下QO
　L関連要因 と略す）に も違い が あ る こ とが考え られ

　る 。 幾つ か の 先行研究 に おい て は ， 手術療法を受け

　た舌 が ん 患者 の QOLは摂食 ・嚥下機能，言語機能

　の 低下，ボ デ ィ イ メージ の 変化に まっ わ る問題とい

　 う身体機能 に 関連 した要因 だ けで な く，家族 ・社会

　面 と 大 き く関わ っ て い る こ と が 指摘 さ れ て い る

　（Linda，　L，　et　al．1996 ；Cremonese，　G，　ct　a1．2000 ；

　Derks
，
　W ．　 et　al，2004 ；Funk

，
　G．　 et　al．2004）。

　　 しか しこ れ らは，そ う した機能低下や ボ デ ィ イ メ
ー

　 ジ の変化が社会的相互作用を通して どの よ うな メ カ

　ニ ズ ム で 社会 ・家族面 に おけ るQOLに 影響 を与え

　 て い るか と い う疑問 に 答 え うる もの で は な い 。 した

　が っ て こ こ で は，舌がん 患者の 多重的問題を発端 と

　して ，社会環境 を踏まえ た QOL関連要因を検討し

　て い く 。 そ して 本稿で は，舌が ん 患者の 中核的問題

　の 主要 な一
っ と して 挙 げられ，さ らに 生命 の 根元 に

　関わ る食生活の 問題 に絞り， そ の QOL関連要因に

　っ い て 検討す る 。

　　基盤的環境 に お い て ，摂食 ・嚥下 ・味覚機能低下

　に ま つ わ る問題 は ， 世帯構成の 差異か ら4 っ の 困難

　に 分類 さ れ
，

こ こ か ら食生活 に 対す る 何 らか の 支援

　が患者 の QOL と高 く関連 して い る と思われ る 。
こ

　れは，患者 が 家族世帯 の 調理者復帰型の 場合，自己

　の 機能低下中心 の 調理 と家族の 健康や嗜好を中心 と
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した 調理 との 兼ね合 い を調整す る上 で の 問題が生 じ

て い た 。 した が っ て こ こ で の QOL関連要因 は，自

己 の 機能回復中心 の 調理 と家族の た め の 調理 と の バ

ラ ン ス を保持す る こ と と推測され る 。 Rogers
，
　S．　 et

al，（2002） は，女性患者 の QOL に 関 して ，摂食 ・

嚥下機能低下と社会的役割との項目間で 関連性が高

い こ とを明 らか に して い る が，こ の 理由を本研究 の

専業主 婦復帰型 に の 結果 か ら も見 て 取 れ る 。
つ ま り

専業主婦 として 復帰 した女性患者 は，自己と家族 と

の 調理 バ ラ ン ス を保持す る た め に，そ れらの 項目間

で 関連性 が 高 い と考 え られ る。

　ま た非調 理者の 夫婦関係型で は，配偶者に 対す る

甘え の 気持ちを中心 と して ， 夫婦間で そ の 甘え に折

り合い を っ けな が ら食生活 を 再構築す る 際に 抱え る

困難が確認 さ れた 。 土居ら （1997）に よれば，「甘

え 」 は，家族，と りわけ夫婦間とい っ た密接な 人間

関係上 の み に発生す る感情で あ り，ア ン ビ バ レ ン ス

を生 じる もの で ある。言 い 換 え れば夫婦間に お い て

そ の 甘え に ま つ わ る ア ン ビバ レ ン ス はっ き もの で あ

り，そ れ らを い か に 夫婦闇 で 受 け入れ て い くか が 家

族機能に 影響す る 。 した が っ て ，夫婦関係型と して

復帰 した場合 の QOL関連要因 は， こ の 甘 えを い か

に夫婦間で 折り合い を付け，患者 の 機能低下 に 見合

うメ ニ ュ
ー
調整 が な されるこ とに あ る と思われ る。

　非調理者の舅 。姑関係型で は，患者が嫁の 調理負

担 に よ り対人関係が 悪化す る とい う懸念を抱く こ と

から，嫁の 調理 負担を回避 しな が ら食生活を構築す

る うえで 生 じる困難で あ っ た 。 した が っ て こ こ で の

QOL関連 要 因 は，嫁 の 調 理 負担 に 対す る 自己 の 危

惧が拡大 しない よ うに，負担回避 へ の 努力に よ り嫁

と の 関係を 保 ち な が らそ の 協力を得 る こ と で あると

考え られ る 。

　 そ して 単身世帯型の 場合，病気以前か らの 習慣化

した食生活 を踏襲す る上 で の 困難で あ っ た 。 したが っ

て 患者が摂食 ・嚥下機能動作に ま つ わ る困難を抱え

なが らも，病気以前 に 送 っ て きた 食生活 デ ザ イ ンを

社会復帰後 も取 り入れ る こ とが で き れ ば，そ のQO

L評価 は大 きく低下 しな い と考え られ る 。 ．

2，問題の 認識頻度 ・社会環境変化と リハ ビリテ
ーシ ョ

　 ン へ の示唆

　　舌 が ん 患者 に 対す る リハ ビ リテ
ーシ ョ ン は，前節

　の考察で 示唆さ れ たQOL 関連要因を取 り入れ た 看

護支援プ ロ グ ラ ム を開発 した上で ，
こ れに 沿 っ て実

施 す る必要が あ る と考え られ る 。 しか し こ こ で 留意

すべ き点 は，そ の 実施 の タイ ミ ン グで あ る 。 本研究

の 結果か ら推測する と ， リハ ビ リテ
ーシ ョ ン が効果

的に 活用 され る の は，対象者 の 多重的問題 に 対す る

認識が高ま っ た時期と考え られ る 。 こ の推測は，

Prochaska，　J．　 et　al．（1984）が示す ， 生活 の 変容過

程 の ポ イ ン トで ニ ーズ も異な り，こ れ に 合わ せ た支

援の 必要性を明 らか に した 理論横断モ デ ル か らも裏

付けられる。 っ まり舌が ん患者 に 対するリハ ビ リテ
ー

シ ョ ン に お い て も ， そ れ を実施す る対象や タ イ ミ ン

グ が ずれて しまうと，効果的 な支援 の 提供 が で きな

か っ た り， 逆に患者に と っ て 負担に な る こ と も懸念

さ れ る わけで あ る 。

　本研究の 結果よ り，患者 に お け る食生活の 問題 に

対す る認識 は，基盤的環境で 最 も高まり，活動拡大

と と もに 低下 した 。 した が って ，摂食 ・ 嚥下 ・ 味覚

機能低下 に まつ わるリハ ビ リテ
ー

シ ョ ン は，こ の 基

盤的環境お よ び患者 の 世帯構成に 着目しな が らそ の

実施の タイ ミ ン グ に 留意す る必要が あ るだ ろ う。 ま

た会話能力の 問題 に 対す る認識は，周辺的環境，職

務的環境とい う社会環境の 拡大とともに 高ま っ た。

こ こ か ら構音機能低下 に対す る リ ハ ビ リテ
ーシ ョ ン

につ い て は，患者 の 活動範囲や こ れに影響す る就業

内容 に焦点を あて ，環境の 移行 と と もに こ れ を強化

する こ と も効果的な 実施に っ なが る と考え られ る ，

さ らに ボ デ ィ イ メ
ージ の 変化に ま っ わ る 問題に 対す

る認識は ， 3 つ の 環境移行期で そ れぞ れ高ま っ た 。

した が っ て ，こ の 問題 に 対す る 支援 で は ，そ の 移行

期をあらか じめ予測 した上 で ，患者の そ こ で の 対人

関係 に おけ る接触頻度 や親密さに 焦点をあて る必要

性が あ る だ ろ う。
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                A  study  of  the multiple  problems faced by patients with  tonglle

                            cancer  and  their process of  lifestyle changes

                                           Norimasa OGAMA

                                        Kobe  city  College of  Nursing

                                                  Abstract

  In this study,  with  the focus on  the multiple  problerns faced by patients with  tongue cancer  who  undergo  surgical  treatment,

including the  relationship  between functional impairment, changes  in body image, and  the social environment,  we  developed a

theeretical moclel  for the process of  lifestyle changes,

  Ihe subjects  were  32 patients with  tongue cancer  who  had achieved  a  returm  to society,  We  cbnducted  semistructured  interviews

with  the subjects,  focusing on  the multiple  problems they faced, and  the relationship  between the frequency with  which  they

experienced  these problems and  their social  cnvironment,  Data from these interviews was  subjected  to qualitative inductive analysis.

  The multiple  problcrns faeed by patients with  tongue eancer  ineluded functional impairment, problems due to changes  in body  image

themselves, and  interactions with  interpersonal reiationships  in thc  social  envirenment,  The  eore  problems in each  environment  changed

as the enyironrnent  expanded,  from the basic environment  to tbe surrounding  environment,  and  then the  working  environrnent.

  Feur eating  dienculties were  elicited as core  problems in the basic environment,  related  to 
'`differcnces

 in household setup",

impairment of  eating,  swallowing  or  taste. The frequency of  these  problems decreased as the secial  enyironment  expanded.

  The  cere  problems associated  with  an  increased range  e'f activity,  in the surrounding  environment  and  the working  environment,  are

shown  as  a speech  step model  cemprising  3 steps,  

"differences
 in the  background to return  to society",  and  organic  dysarthria or

dysphasia. The  frequeney of  these problems increased as the environment  expanded,

  Thrce aspects  of  changes  in bedy image were  elicited as the core  problerns at the varieus  
'`times

 of  changing  environment".  The

incidence of  these problems inereased at the various  times of  change,

  These results  suggest  that, in patients with  tonguc  cancer  facing multiple  preblems, quality of  life (QOL) varies  qualitatively with

differences in social  cnvironment  and  changes  over  time, and  there are  also  difTerences between  patients in asseciated  factors.

Key  words:  tongue cancer,  surgical  treatment, multiple  problems, the process of  lifestyle changes,  differences in soeial  environment
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